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は切り替えしの力を ｢Big Bang (偉大な活
力)｣14)と捉え､ こうした力はどのような状況か
ら生じるのかを研究することにした｡




































































   
１. 対象者の特性
本研究の対象者は８名で､ 年齢は50代から70




























家族１は､ 夫に ｢ばば､ 散れ (あっちへ行け
姿をみせるな)｣ と怒鳴られたり､ ｢おんしゃ































































































絶えず ｢○○よ！痛いよ｡ 痛いよ｡ 座薬は効か
ねぇ｣ と家族の姿を追い求めた｡ 家族は看護師
に教わったやり方で座薬を挿入し ｢もうすぐ治































｢母さん､ 兄弟で誰が一番好き｣ と聞くと､ 母
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る｡ しかしそうした状況でMastery (挑戦､ 成
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